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北海道大学：HUSCAPの場合



北海道大学について

• 17学部・大学院

• 28研究所・研究施設

- 教員数 2,047名

- 院生数 6,384名

- 学部生数 11,771名

• 附属図書館・北図書館

• 15の学部図書室



北海道大学学術成果コレクション：HUSCAP
＇Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers)

登録文献数：32,733件
総ダウンロード回数：
4,176,706回



黎明期

2004年
5月 NII学術機関リポジトリ構築ソフトウェア

実装実験プロジェクト参加＇NII-IRP)
＇～3月（

7月 図書館職員によるWG設置
国内外の先行事例調査、学内研究者自身
による研究成果のWEB公開状況の調査、
北大における機関リポジトリの必要性について
検討

10月 図書館委員会へ報告書提出
11月 学内研究者向けアンケート実施

緑化誌掲載論文調査



「学術情報の発信に関するアンケート」

学内の助手以上の教員約2,200名全員対象

回収率22％

- そのうち70％が賛同するので登録したい

- このうち91％「研究成果等をより多くの人に公開

できるから」を理由に選択

学内研究者に、機関リポジトリとは何か、

著作権についてはどうだ、という広報を兼ねる、

とてもよい機会になった

アンケート用紙・調査報告書＇HUSCAPからDL可能（
http://hdl.handle.net/2115/301



先行事例
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?references

• 「百聞は一見に如かず」 デモを見せよう
– ノッティンガム大学、エディンバラ大学 (2002.3)

• 好意的な反応とコンテンツをくれるのは全く別だよ
– グラスゴー大学 (2003.10)

• インタビューから得た言葉を使ってIRを説明しよう

「それを作れば、彼らはやってくる」わけではない
– ロチェスター大学 (2005.1)

• 目指すのはわずかずつでもよいからコンテンツが

増え続ける「活きた」IRにすること - 千葉大学 (2005.1)

参考： From Nought to a Thousand: the HUSCAP Project

(ARIADNE, 49, 2006.10)

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?references


試験公開

2005年

7月 試験公開開始＇学外公開（

図書館職員による代理登録制

36件の雑誌掲載論文を公開

早く公開して、現物を見せて伝える

より「広報」に軸足を置いた活動へシフト



より効果的な広報を目指して＇1（

• 学術成果コレクションHUSCAP

• ポスターデザイン変更＇まずは名前を売る！（

• ポケットガイドの配布

• 広報誌HUSCAPレターの刊行



より効果的な広報を目指して＇2（

• 研究者向け学内説明会

• 各種DB講習会の後にゲリラ説明会

• 研究室への訪問

• 切り番インタビュー

図書館が論文原稿をほしがっていることを伝える

教員は何をしたらいいかを単純に知らせる

質疑応答で研究者のIRに対する考えを知る

質疑応答の時間を
必ず確保



研究者への文献提供依頼アプローチ

• メールによる個別文献寄贈依頼

• 手順
1. 文献DBで研究者の直近一週間の文献を検索

2. Greenジャーナルを抽出

3. メールで寄贈依頼 「これをください」

4. 原稿ファイルを添付してメール返信＇研究者（

5. リポジトリへ搭載

6. 登録した旨をメールでお知らせ



結果

約半数の研究者からレスポンスあり

＇2005年に行った過去2年分の論文搭載依頼の結果との比較（

これを呼び水として自発的な原稿の提供も増加

＇１つ登録してもらえれば良さが分かるはず！（

→まずは「最初の一本」を！

期間 依頼内容 依頼文献数 受贈文献数 ％

2005.3～5 過去2年分の文献 226 25 11

2006.1～5 直近1週間の文献 409 201 49



正式公開へ
2006年

4月 正式運用開始

6月 高頻度閲覧文献リストの公開開始

ダウンロード数通知サービス開始

2007年

11月 北海道大学学術成果コレクション運営方針
（抜粋）北海道大学は、本学に所属し教育研究活動を行う
すべての研究者に、その多様かつ高度な成果を「北海道大
学学術成果コレクション運用要項」にしたがって、本コレ
クションにおいて公開することを強く奨励する。

効果を実感してもらう



日々の反響

• HUSCAP掲載論文を読んでメールを送ってきた他大学の
学部生との共同研究が実現しました。北大には○○

関連の学部がないので、なかなか学部生を教えるような

機会は無かったのですが、おかげさまで、そういった機会を
得ることができました。＇院生さん（

• 本日の学部教授会において、HUSCAPの意義・実績を
簡単に紹介し、教員各位に是非登録して協力いただける
ようにお願いしました。学部長も、出席教員に協力を

アピールされました。＇図書委員の先生（



今年の取り組み

• 担当を拡大

–中央一括登録
→学部図書室でも

-サービス最前線で

-図書館サービス全体
の向上を図る

• 研究室訪問＋新たな協力者開拓

– 「いいとも作戦」！

次に訪問するとよい研究者を先生に紹介してもらって次々に
訪問予約する作戦。



小樽商科大学：Barrelの場合



小樽商科大学について

1. 小規模

教員数 128名

学生数 学部生：2337名、大学院生：124名

2. 1学部＇商学部（

学科構成は多彩

3. 図書館を利用する教員・学生と
図書館職員との距離が近い



小樽商科大学学術成果コレクション
Otaru Univ. of Commerce Academic Collection

登録文献数：3,693件
総ダウンロード回数：718,925回
コンテンツを登録した教員数の割合：85％＇平成21年度末（

愛称 Barrel (=大きな樽)



小樽商科大学Barrelのこれまで①

• 2007年04月 IR設置検討開始

図書館内でWGグループ設置

CSI応募

• 2007年07月 CSI受託決定

紀要BNの著作権処理に着手

• 2007年08月 教員へのヒアリング

国内の先行事例は大いに役立てたが、文系、
小規模機関で同じようにしてよいものか…？
→ 実際に自機関の教員に聞くのが一番！



教員へのヒアリングでわかったこと

文系の先生も著作の公開にやぶさかではない

著作権が心配

 「著者最終稿」は存在しない

先生の手元にある電子ファイルは初稿で、
雑誌掲載の内容と大きく異なることが多い

Barrel構築・運営に反映



• 2007年09月 いろいろ検討・決定

リポジトリの名称、愛称、キャラクタ、ロゴ

導入システム(DSpace)

コレクション構成

メタデータ設計

• 2007年10月～2008年01月

学科会議での説明会開始

小樽商科大学Barrelのこれまで②

資料種別のコレクション構成



説明会でお願いしたこと

• ご著作リストに○をつけて図書館に
お知らせください



• 2007年10月 ハンドルシステム登録

サーバ構築(外注（

• 2007年11月 試験公開

• 2008年01月 収録文献100件突破

記念インタビュー開始

• 2008年03月 正式公開

運用要項制定

大学トップページにバナー設置

小樽商科大学Barrelのこれまで③

30件の論文を公開
動く実物を早くから
教員に示した



記念インタビュー

登録100件ごとなど、節目となる論文の著者へのインタビュー

これまでに40回実施

インタビューを他の図書館活動、大学の広報にも活用

1. 登録○件目の論文の内容を教えてください
2. この研究をはじめられたきっかけは何ですか？
3. 現在の研究について教えてください
4. Barrelに掲載された文献をどのような人に読んでもらいたいですか
5. Barrelについてご意見、感想をお願いします

動機：教員のことを知りたい、図書館についても知ってほしい

いつも5つの質問



記念インタビューでの嬉しかったことば

Barrelに掲載されたお陰で
多くの人に目を通して
もらうきっかけとなるので、
ありがたいことだと思います。

出版社との交渉等も

図書館が全部引き受
けてくれて、本当に感謝
しています。

書き手としても心強い
支援者を得て、大変
励みになります。

大学の発信力としても、
Barrelは大きく貢献
していますね。

ダウンロード数を通知して

くれるシステムがいいですね。自分の
論文に多くの人が関心を持ってくれ
ていると思うと励みになりますし・・・。

Barrelは文献の整理という意味で
ありがたい。
大量の資料の中で研究しており、自分
の文献がどこにあるか分からないことが
あるので。



インタビューを他の図書館活動、
大学の広報にも活用

インタビューに
お勧め入門書を

追記

大学公式ブログに掲載

『ブックガイド』にも掲載

OPACへリンク



大学のショーケースとしてのBarrel
小樽商科大学学報小樽最大のお祭り

おたる潮まつりに参加 うちわに
図書館やBarrelの宣伝を
貼り付け市民に配布

小樽商科大学広報誌
HermesCourrier



ILL＇文献複写（無料受付

• ILL担当者がIR担当者

• 小樽商大教員が著者の論文のILL複写を

無料で受付

• 今までに64件＇2007年11月～（

• 著者である教員には他大学から複写依頼があっ

たことを伝え、IR登録を呼びかけ



今年の取り組み

専属司書制度＇2010年7月～（

他にも・・・
•図書館への要望の聞き取り
•新しいサービスなどの紹介
•パスファインダー作成のための聞き取り

教員1人につきBarrelチームから担当者2人がつく
＇メイン・サブ（
年1回、研究室を訪問

直近1年間の発表論文の
抜刷を回収

図書館活動全体に反映



IRのいちばんの目的

大学の研究者が執筆した文献の可視性を

高めるお手伝いをすること

図書館所蔵資料や貴重書の電子化ではない

メタデータのみの登録なし

先生方に自分が文献を出すものなのだと

はっきり認識してもらう

北大と商大
担当者が考

える

いちばん大切なのは、研究者の信頼を得ること
登録したいと思われるようなIRを構築・運営すること



お勧めしたいこと

• 待っているだけではコンテンツは集まらない

- 質問・要望には出来るだけ早く対応

- 研究者とのコミュニケーション

- 学内他部署との連携

• 利用者からのフィードバックで図書館全体の活性化

- 図書館職員自身も楽しんでやる

• わからないことは他大学＇DRFなど（に聞いてみる

• 他大学の事例を参考にしつつ、
自分の大学に合ったやり方で



まとめ

北海道大学HUSCAP＆小樽商科大学Barrelは、
尐しずつでも文献が増え続けるリポジトリを

目指します

リポジトリは、図書館職員と教員との
距離を近くし、相互の理解を深めることに

大いに寄与している


